
心血管病残余リスクとしての
高尿酸血症の位置付けと薬剤介入

　心血管病（CVD）や慢性腎臓病（CKD）の主要な発症・進展・悪化リスクとしての糖尿病・高血圧症・
脂質異常症をしっかり管理しても、残されたリスク（残余リスク）をゼロにすることは出来ない、とい
う現実に直面することが少なくありません。高尿酸血症は代謝性の生活習慣病や肥満症を構成する
様々な疾患に併存しやすいことが知られており、CVD、CKDにおける残余リスクとして、その臨床的
意義が注目されています。日本で創薬されたキサンチンオキシダーゼ阻害薬のトピロキソスタットや
選択的URAT1阻害薬のドチヌラドの適正な活用を通して、高尿酸血症を伴い、CVD、CKDのリスク
が高いと想定される患者さんに対して、病態に応じた治療介入が可能となってきています。
　本日は併存疾患や病態を考慮した高尿酸血症の個別最適化診療の在り方について考えてみたい
と思います。
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インターネット回線（ZOOM ウェビナー）
を用いたご視聴のご案内

下記①または②の方法でアクセスできます。

【方法①】 スマートフォンの場合
●下記QRコードを読み取り頂く

下記を入力し講演にご参加ください。
・ご芳名
・メールアドレス
・ご施設名
・都道府県（プルダウンよりご選択）

【方法②】 PCの場合
●下記 URL よりアクセスいただき、上記の必要事項を入力し、
ご参加ください

お問い合わせ：【富士薬品】Webセミナー事務局
f-seminar@fujiyakuhin.co.jp

https://x.gd/rPhzF
ウェビナー ID : 899 7982 8449
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